
◆　会場　　新潟大学附属新潟中学校

◆　内容　　p4cを活用した道徳科授業の公開
　　　　　　対話とコミュニティ形成の研修会

◆　日程　　13:35～13:55　受付
　　　　　　14:00～14:50　授業参観
　　　　　　15:00～16:40　研修会

対話とコミュニティ形成の研修会
参加ご案内

◆　期日　　令和６年３月１４日（木）



https://forms.gle/rxpUi5euucTdn8ba8

お問い合わせ先

　新潟大学附属新潟中学校

　橋本　善貴

　TEL:025-223-8341

　Mail:hashimoto@fuchu.ngt.niigata-u.ac.jp

◆　講師　豊田　光世　様
　　　　　（新潟大学佐渡自然共生科学センター　准教授）

◆　お申込み　フォームより必要事項をご記入の上，３月１３日（水）１２：００　までにお
申し込みください。

　当校では今年度より，p4cの最前線に立って研究をさ
れている豊田光世先生にご指導をいただいておりま
す。著書には『p4cの授業デザイン：共に考える探究と
対話の時間のつくり方 』(明治図書)などがあり，佐渡
をフィールドとして市民参加の環境保全に向けた合意
形成についての研究をされています。
　研修会ではp4cに関わる質問に答えていただきなが
ら，p4cが目指す対話やコミュニティ形成の姿と学校を
超えた民主的社会におけるそれらとの重なりについて
お話しいただき，その在り方について一緒に考えてい
ただきます。

◆　当校道徳担当より

 「子どもはワークシートによい振り返りを書いてくれたけれど，本当に思っていることだろうか。」
 「授業で学習したことが普段の学校生活の中で生かされていないように感じるなあ。」
　道徳の授業についてこんな悩みをおもちではありませんか？

　当校では，ｐ４ｃ（philosophy for children）という手法を用いた道徳の実践を積み重ねてきま
した。実践を通して，この手法には学校現場で大切にしなければならない考え方が沢山詰まっ
ていることを実感しています。
　ｐ４ｃでは子どもが思考を働かせることをとても大切にしているのですが，その考え方がよく表れ
ているのが「子どもたち自身が立てた問いから対話を始める」というところです。問いを立てると
いう行為はこれまで当然としてきたことを疑い，考え直そうとする契機であり，まさに思考が活性
化する行為ではないでしょうか。そして，これまでこの思考を働かせる場面を私たち教員が独占
しすぎていたのではないでしょうか。
　ｐ４ｃは，このような当たり前を疑うところから始まります。ぜひ授業をご覧いただき，一緒に
ｐ４ｃやコミュニティの在り方について語り合いましょう！


